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私が考える英語の基礎学力

山 田 昇 司

１．不一致は「保留」にすること

これまでの基礎学力ワーキンググループの議論の中で「最低限学ぶシラバスを作成する

のが良い」という意見が出され(2014/10/24)、それをふまえて、英語における「ミニマム
・リクワイアメント」の具体例として「8 文から成る会話・10 個の英文・12 個の単語」
が提示されています(2014/9/10)。
しかし、ここで提示されている具体例は私の考えるものとは異なります。私は英語が日

常生活で使われない環境、つまり英語が外国語として学ばれている EFL(English as a
Foreign Language)という言語環境の日本においては、一定の決められた語彙や英文を定量
的に記憶すべき「基礎学力」として設定することにはあまり意味がないと考えているから

です。[もちろん自分が教材に採用した英文において一定の語彙や英文を覚えるのであれ

ばそれなりに意味があると思いますが。]

意見が一致しないものは現時点では「保留」にして、各担当者が自分の一番よいと信じ

る教材と教授法で教えることを提案します。そうすることが教師の力を最大限に引き出し、

教室に活気を生み学生のやる気を引き出すことにつながると考えるからです。

２．「使わないので忘れるもの」を基礎学力とすること

以下に論じることは、本来はまず英語科内で議論すべきことですが、科外でも英語教育

に関心を持っている方がおられると思いますので、あえてここで私見を述べます。

私が共通の語彙や英文をすべての学習者が学ぶべき「ミニマム・リクワイアメント」と

することに同意できない理由は、仮にそれを覚えたとしても使う機会がないと忘れてしま

うからです。テストのときには書けても使わなければ記憶から消えることは、英単語のと

きだけに起こるのではありません。日本語でも起きています。

例えば、私はかなり以前から漢字が書けなくなっています。家でちょっとしたメモをす

るときも思い出せずにひらがなで書くことがあります。これはワープロやパソコンで文書

を書くようになったからです。授業でフレーズ訳を板書しているときにも冷や汗をかくこ

とがあります。先日も米国の学校におけるファストフードについて書かれた英文を授業で

読んでいたときに「稼ぐ」「儲ける」が思い出せませんでした。私はさりげなく自分が作

ったプリントの語義欄からその漢字を見つけて窮地を逃れましたが、これでは経営学部の

学生を教える資格はないなとおおいに反省しました。

３．学習者に必要な語彙は後から決まる

しかし私は、語彙を覚えることが英語学習に必要ないと言ってるのではけっしてありま

せん。英語を使うには一定の語彙力は必要です。しかしそれは学習者の興味や関心、ある

いは将来に就く仕事によってそれぞれ異なるのです。そのような状況では英単語は繰り返

し出て来ますので、仕事で使ううちに記憶に定着して自分のものとなります。つまり必要

な語彙は学習者によって異なり、しかもそれは後で決まることが多いのです。

身内の話で恐縮ですが、私の義父の例を挙げます。現在 85 歳で現役を引退してからず



いぶん経ちますが、戦後日本の経済成長を支えた企業戦士のひとりです。義父は戦争中に

中学で英語を学びましたが、途中から敵性語ということで授業はなくなりました。「"I am
a boy."ぐらいは習った」と言っていました。高校卒業後は岐阜市内の染料の会社に勤め、
同時に夜間大学にも通って卒業しましたが、仕事に必要な英単語はほぼ独学で覚えました。

あるとき会社に海外の会社から電話がかかってきました。義父はそのときの状況から電

話が発注した商品が船積みされたのかどうかを確認する件だと分かりました。商品名だけ

は聞き取れたのだと思います。義父はその商品がすでに倉庫から出たことを把握していま

したので"Yesterday on ship"と答えたそうです。これは、仕事に精通して現況をきちんと
把握していれば必要最小限の英語でも十分に役立つことを示す例ではないかと思います。

こんな例もあります。自分の仕事に必要は英語さえ知っていればノーベル賞すら取れる

という例です。有名な話なのでご存じの方も多いと思いますが、2008 年に物理学賞を受
賞した益川敏英さんは授賞式で最初に「I'm sorry, I can't speak English.」とだけ英語で言っ
て会場の笑いを誘い、あとは通訳付きの日本語で講演を行った(Wikipedia)ことで知られ
ています。しかし益川さんは専門分野の語彙には精通していて英語の論文は読むことがで

きます。あるインタビューで次のように語っています。

こんな僕でも、実は英語を読めます。「読む」の一技能です。だって興味のある英

文は、自分で読むより仕方がない。いちいち誰かに訳してもらえませんから。

ただし、いんちきをします。漢字がわかる日本人なら漢文が読めるのと同じです。

物理の世界だったら基本的な単語は知っていますから、あとは文法を調整すればわか

る。行間まで読めます。小説だとチンプンカンプンですが。（2014/11/26 朝日新聞）

このことと関連して最近の文科省の方針について述べますと、「英語の授業だけでなく

全ての教養科目も英語で教える」ということは全ての分野の単語を覚えよ、と言っている

のと同じです。こんなことができるはずはありません。また、日本語を使って説明しても

なかなか理解できないことを英語で説明したら、いったいどうなるのでしょうか。

４．英語にとっての基礎学力は「語順」の修得

話が少し横道にそれましたので、本題に戻しますと、それではいったい何を「基礎学力」

として教えるべきなのでしょうか。先にあげた益川さんの言葉を引いて言うならば「漢文

が読める」文法、つまり、漢文ならば中国語の語順を教えるということです。漢字を「調

整」する法則を学ぶのです。

英語にあてはめて言うならば、英語の語順（名詞＋動詞＋名詞）を学び、それを使って

英単語を「調整」する、すなわち日本語に並べ替える力をつけることです。それが私の考

える「基礎学力」になります。音声に関して言えば強弱のリズムになるのですが、この英

語の水源地ともいうべき根幹を教えることを意識した授業づくりをすると学習者の反応は

大きく変わります。

このような考え方とそれに基づく授業実践は寺島隆吉氏（元・岐阜大学教授）が奥様の

寺島美紀子氏（本学教授）とともに確立されたものですが、私はこれに出会ってからはこ

の仮説の有効性を検証するためにずっと追試を積み重ねてきました。高校で教えた 28 年
間の記録を『授業は発見だ』(2005 あすなろ社）にまとめ、大学での 8 年間の記録は『英
語教育が甦えるとき』(2014 明石書店）に収めています。この報告では私の最新の授業の
様子を 2014年度後期に書かれた学生の作文を引用して紹介します。
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